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は じ め に 
 
 宇都宮大学では、国立大学として初めて平成 3年 7月に「生涯学習教育研究センター」を設置
いたしましたが、その 22 年後の平成 25年 4 月 1 日には「地域連携教育研究センター」と名称を
変更し、これまでの基本的な役割を拡充して、「地域連携」を看板として新たなスタートを切っ
ていました。その後は、大学改革の流れを受けて組織体制を常に変更し続けております。 
 平成 25 年度当初は、生涯学習教育研究センター当時の人員体制をそのまま引き継ぎ、専任教
員 2名体制（教授 1名、准教授 1名）で事業を開始いたしました。しかしながら、大学が“Center 
of Community”(略称：ＣＯＣ)となるよう求めた「地(知)の拠点整備事業」が文部科学省の委託
事業として公募され、本学の「とちぎ高齢者共生社会を支える異世代との協働による人材育成事
業」が採用されたことを受けて、平成 25年 12 月 1 日には、センター内センターとして「とちぎ
終章学センター」を開設し、地域連携教育研究センター副センター長に同センター長を兼務させ、
3名の教育研究スタッフ（准教授 1名、特任研究員 2名）が新たに配置されました。 
 平成 26 年 4 月 1 日より准教授 1 名を新規採用して人員体制を充実し、公開講座などを中心に
して地域住民の学習機会の充実を図る「生涯学習部門」と、地域との連携において地域づくり支
援などを進める「地域連携部門」との 2 部門を設けて、「もっと地域と、もっと地域を、もっと
地域で」をスローガンにして、地域住民との距離をより近くした事業展開に努めました。こうし
て、地域連携教育研究センターは、生涯学習部門・地域連携部門・とちぎ終章学センターの 3部
門で構成されるに至りました。 
平成 26 年度末から平成 27 年度始めにかけて、人員体制に大きな動きがありました。平成 27
年 3 月 1 日に基盤教育センター特任准教授 1名が採用され、4月 1日より地域連携教育研究セン
ター特任准教授へと転籍する一方で、平成 27年 3 月 31 日を以て教授 1名が他大学に転任いたし
ました。さらに、平成 27 年度の本センターは、宇都宮大学が本格的な地域貢献型大学となるこ
とをめざして「地域デザイン科学部」を開設するための準備組織的な役割を担いました。同年度
中に本センターで教員 6名（教授 2名、准教授 3名、助教 1名）を採用したのは、新学部を順調
に開始するための過渡的な措置であり、全学的に地域連携に取り組むための基盤構築でした。 
平成 28 年度は、4 月 1 日に新設された地域デザイン科学部に本センターの教育研究スタッフ
のうち 8名（教授 2名、准教授 4名、特任准教授 1名、助教 1名）が移籍し、新学部のスタート
に寄与しました。その一方で、文部科学省による大学教育再生戦略推進経費「地（知）の拠点大
学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）」に本学が採択されたことに伴い、地域連携教育研究セ
ンターがその受け皿となり、「輝くとちぎをリードする人材育成地元定着推進事業」を開始しま
した。平成 28 年度は、このように柔軟かつ機動的な組織体制の改変を図り、生涯学習部門（准
教授 1 名）、とちぎ終章学センター（准教授 1 名、特任研究員 2 名）、「ＣＯＣ＋とちぎ仕事学」
部門（特任教授 1名、特任准教授 4名、特任研究員 1名）の 3部門で組織運営しています。平成
29 年度も、この 3部門体制を継続する手はずにしております。 
なお、『地域連携教育研究センター研究報告』の本号は、諸事情により、通巻で 24 号と 25 号
との合併号として発刊いたします。また、ＣＯＣ部門とＣＯＣ＋部門との活動については、各々
で詳細な報告書を出しており、そちらを参照していただくようにしております。本号では、地域
連携教育研究センターの研究活動の成果の一端をご覧いただきますとともに、公開講座を中心と
した活動成果についてご確認いただきますと幸いに存じます。 
 
平成 29年 3 月 
宇都宮大学地域連携教育研究センター長 
中島 望（宗晧） 
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